2011年5月度 つぎ夢経営研究会 定例会 議事録
2011年5月22日(日） 17:30-20:00
司会：中久木先生  
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■連絡事項
○高久先生より
· つぎ夢会員の継続確認について
· 診断協会の一般社団法人化について
· 今後のつぎ夢について（どうするか、どういうことをやっていきたいかについて今日は議論する）
■被災地報告
○山本聡先生より「ボランティア活動（2回）の内容について」
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◇被災地の状況について（宮城県東松島市）
◇ボランティア活動内容
· 建物の清掃
· 遺失物の洗浄、陳列
· 支援物資の区分けと配送
◇課題
「ボランティアでのロジスティクスについて」
· 中継地点となる本部を用意し、そこを中心に活動し効率化することが大事。
「参加者を増加させる案」
· 仮設住宅建設や医療ケアなどまだまだ人材が必要、一方で参加者は減少傾向。
· ボランティアに行くための準備物が多く、障壁は高い。
· 解決策として、周辺のライフラインが停止していない地域でボランティアの宿泊
受け入れ施設を用意し、参加障壁を無くして長期滞在を可能とする。
◇質疑応答
· ボランティアに参加するにあたり、何か頼ったものはあるか？
→教会のボランティア募集を見て、応募した。
· 現地での人の配置はどう決めていた？
→リーダーがいて割り振っていた、
ただ、力作業が必要なところは適した人員が少なく、不足していた。
○高田佳昭先生より「震災ボランティアと診断士としての復興支援」
資材運搬車両の持ち込み募集を見つけ、4月26日から岩沼で参加。
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◇被災地の様子
· 活動場所は海岸から4kmのあたり。
· 車両班として作業、泥だし、近隣住民への説明対応などを行った。
◇診断士として復興を考える
· ボランティア休暇の導入・取得促進。
ボランティア活動をすることで企業が成長・発展してもらう。
中小企業診断士がそのための架け橋になる。
· マーケティングによる復興
· コーズマーケティングという考え方。
　 企業にメリットがあるプログラムを開発することが重要
■つぎ夢の今後の活動に関する議論
進行：森先生、中西先生
①今後何をしていきたいか、つぎ夢とどう関わりたいか、などについての意見抽出
②前回のアンケート結果を基に、カテゴリー毎に実現可能性や参加意欲の確認、具体的活動内容などを抽出
· ●自分たちが能動的にやりたいことは何か？
· つぎ夢のメンバーで診断をやりたい。そのために、各自の得意分野を情報共有したい。
· クライアントをどう見つけるか？→自分でも見つける必要がある。各自が持っている情報を共有し、紹介した人にインセンティブがあるような仕組みを作れないか。
· 公的な機関とのつながりを作る営業活動。
· 経営者をまじえた勉強会、若手経営者とのセッション。そのために神奈川県支部の看板を使う。
●実務案件があったとして、どうまわしていくか？
・リーダーを決めて責任の所在を明確化する。プロコン養成。
・各自の強みを持ちより、コンサルメニューの検討を行う。
●診断実務以外にやりたいことは？
・独立に向けての準備講座。
・業界研究を定期的に行う。
・実際のビジネスにいかすための人脈作り。
・テーマを決めて各チームからの発表。
・セミナー開催。セミナーを通じてのスキルアップやクライアント獲得。
●どうチームを作るか？
・診断のテーマでわける。
・業界でわける。
今後メーリングリストでの議論を経て具体的にどう動くかを決めていく。
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■研究発表
コンビニ系酒販店 N商店診断プロジェクト
発表：太田淳一先生、山田潤先生、菊池尚史先生
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●お店の概要
· 秦野市にある酒屋（創業1957年）。
· お酒の品ぞろえがよく、美味しいお酒があるのが特長。
· 課題は何よりもまず売り上げの増大。
· 来店客アンケート→分析→提案資料作成→プレゼンを行った。
●課題
· 既存顧客の固定化
· 顧客層の拡大
· 客単価のアップ
●N商店について相談したいこと
1．陳列の改善点は？
2．宅配サービスでお得意さまを増やすには？
3．主婦層の呼び込み策は？
→紙に書いてアイデア回収。
■その他
· 染谷先生より、事業再生入門講座（5/29）のご案内。
→今後もイベント告知を行いたい場合は、事前に高久先生まで連絡を。
· 高久先生より、プロコン塾でドラッグストアの案件を7月に募集予定とのご案内。
